
城之内　健一（個
人）

○利根川除草工事で草の種類の調査
目的：草の種類によって刈りあがりに
ムラが出来る、その対策に草刈り車の
速度を草の種類によって速度を変え手
戻りのないように施行する。堤防にマ
ムシなどの生息地もあるので危険防止
の面から調査する。

除草工事の目的を、土木施行管理技士
会のレポートでまとめ、千葉県建設業
協会ＨＰに記載
http://www.chikenkyo.or.jp/tenbou1
11-16.htm

千葉県県土整備部主催のＣＣＩコンテ
ストにおいて評価を得ている。カラシ
ナ・・・モグラ・・・ミミズ・・・堤
防の漏水

ｴｺメッセにおいて、堤防の草とミミ
ズとモグラから漏水の原因になる因
果関係のパネル展示。

現場地域住民と自然観察会実施

成東・東金食虫植
物群落を守る会

○成東・食虫植物群落の植物相調査
○成東・東金食虫植物群落内の植生調
査
○保護増殖調査委員会、検討会への協
力

2000年～2003年に行われた国指定天然
記念物「成東・東金食虫植物群落」保
護増殖調査報告書に協力、維管束植物
の目録の作成を行った。

2000年～2003年に行われた国指定天然
記念物「成東・東金食虫植物群落」保
護増殖調査に協力、その結果「成東・
東金食虫植物群落」ﾐｭｰｼﾞｱﾑパーク構想
ができた。

○成東・東金食虫植物群落において
食虫植物タヌキモ・モウセンゴケの
他ミズトラノオ保護増殖に協力。○
セイタカアワダチソウ・メリケンカ
ルカヤ・ニワゼキショウ類の抜き取
り。○野焼き・ヨシ、ススキ株の掘
り取り。

○成東町（現山武市）教育委員
会が発行した冊子「国指定天然
記念物成東・東金食虫植物群落
ｶﾞｲﾄﾞ」の編集。○「食虫植物子
ども教室」を毎年夏休みに開催
（本年で１３回）：案内用葉や
看板の編集に協力、花こよみの
作成。○年３回自然観察会開
催。講演会を開催。見学者や団
体の案内。案内用写真カードを
見学路へ設置。ＨＰでの案内。

夷隅郡市自然を守
る会

①ゲンジボタル幼虫の上陸調査（1990
年～）②ゲンジボタルの里の河川の生
物調査（2003年～）③トンボの生息分
布調査（1991年～）④夷隅川河口北岸
の海浜植物調査（1992年～）⑤南総地
区の谷津田の現況の調査（1995年～）
⑥アカウミガメの上陸産卵調査（1996
年～）

①夷隅川河口北岸の海浜植物分布調査
（パネル：作成中）いすみ市のゲンジ
ボタル（絵葉書による生態写真集）③
いすみ市山田地区におけるゲンジボタ
ルの上陸と羽化に関する調査結果（報
告資料）④　海中桜再現実験報告書
（冊子）⑤いすみ市高谷・トンボの沼
周辺におけるトンボの確認種リスト⑥
ゲンジボタル観察ガイドブック（冊
子）

①海の資料館構想（夢鯨の会と協働）
②ゲンジボタルの生息環境に関する提
言を含め各機関に複数の提言を行なっ
ている（がここでは省略）

①トンボの生息調査と保護活動②
ビーチクリーンアップ岬③スナメリ
ウオッチングと海の観察による、自
然観察・自然保護型の
　クルーズ構想④アカウミガメ上陸
産卵調査と海岸保全活動⑤ミヤコタ
ナゴの生息地域の調査と保護活動⑥
菜の花エコ・大原による循環型社会
形成に向けた取り組み（菜の花エコ
プロジェクト）⑦環境フェアへの出
展などは複数あるので省略

①自然観察用ガイドブックの作
成と配布（ゲンジボタル・トウ
キョウサンショウウオ・干潟の
小動物・磯の自然観察、など多
数）
②自然観察会の実施（ゲンジボ
タル、トンボ、磯、干潟、砂
浜、冬鳥、里山、川の生物、ク
サフグ、など多数。年５～6回実
施
③小中学校への講師派遣、観察
会の講師派遣など

特定非営利活動法
人　ＮＰＯさとや
ま

①流山市市野谷の森と周辺の動植物調
査（ＮＰＯさとやま独自調査）
②流山市新川耕地の野鳥調査（ＮＰＯ
さとやま独自調査）
③流山市西初石の森動植物調査（流山
市委託）
※いづれも継続調査中

①「ｵｵﾀｶの住む市野谷の森」自家出版
冊子動植物目録掲載②市野谷の森自然
観察会（月１回開催）動植物目録あり

①国土交通省地域資源活用構想調査受
託：対象地は利根運河で利根運河エコ
ミュージアム構想と名づけて提案（平
成１６年度）
②千葉県へ流山市市野谷の森の保全構
想「流山自然観察の森基本構想」－ｵｵﾀ
ｶ生息環境管理の提案ー（平成７年９
月）
③千葉県へ市野谷の森の保全・種の多
様性を高めるための生態学的管理手法
の提案（平成９年３月）

①流山市市野谷の森の保全活動
②流山市環境デー「環境シンポジウ
ム」出展
③我孫子市「ジャパンバードフェス
ティバル」出展
④流山市景観形成作物栽培受託
⑤流山市西初石小鳥の森の管理維持
受託

○のしたいな市野谷の森の自然
ガイドブック作成○毎月１回市
野谷の森の自然観察会（野鳥・
植物など）開催、流山市環境
デー新川耕地の植物観察会開催
○流山市小中学校のﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ造成
の設計と指導担当○流山市小中
学校の総合的学習に講師派遣○
流山市主催利根運河ウォーキン
グの野鳥と野草講師派遣とガイ
ドブック作成担当

さくら・人と自然
をつなぐ仲間

○市民による谷津田調査　独自の取り
組み
○２０００年より市内主要谷津数箇所
で生き物調査
○ニホンアカガエル卵塊、ムラサキゴ
ケ、ハグロトンボ等の定量調査、ヘイ
ケ・ゲンジボタル調査は佐倉市、他市
民団体と協働
※手法：現地調査

○『市民による谷津田調査』２００１
年３月、３００部作成　残部無し
○『市民による谷津田調査」』００４
年３月、５０部作成残部無し

○『さくら・水と緑のまち』１９９９
年９月、２００部作成
○「佐倉まるごと里山公園」まちづく
り構想　提言　２０００年２月
○畔田沢に魚道を提案、佐倉市により
設置　２０００年１０月
○「下志津・畔田地先公園予定地（仮
称　佐倉西部自然公園）土地利用計画
案」提言　２００６年２月

○下志津・畔田の谷津において
佐倉市能谷津保全整備事業に協力
○行政と協働　ゲンジボタル発生地
の保全活動

○シンポジウム「佐倉の谷津に
ついて考えるシンポジウム」共
催、２００６年５月
○観察会「ケビンと歩こう！」
下志津・畔田で共催、２００６
年５・８・１０月
※上記供に佐倉市環境政策課、
（財）佐倉緑の銀行と共催

館山野鳥の森ボラ
ンティア会

館山野鳥の森ボランティア会の結成(平
成12年度)以来毎年つきに2回の頻度
で、館員が午前6時から8時に野鳥の森
構内で観察される野鳥を記録し続けて
いる。その結果これまでに15目３２科
77種が観察されている。また、構内の
植物についても、観察調査を継続して
いる。

（１）の野鳥の種類についての結果
は、月に２回、館山野鳥の森あるこう
ﾏｯﾌﾟに掲載して、現地で配布。平成１
８年８月分からは、ＨＰ上にも公開。

―

佐倉市能谷津保全整備事業に協力 野鳥の森主催の年間催事（月１
回程度）の際に、ボランティア
会員が２～３名ずつ講師として
参加し、自然観察会や探鳥会へ
の協力を続けている。
また、県内公民館の催しでの野
鳥観察会などへも、講師として
協力をしている。

緑の環・協議会
（みどりのわ）

― ― ― ―

○地域ESDミーティングの開催：
谷津田里山の違法砂利採取跡地
復元をテーマに土地改良区、地
元地区、周辺都市住民に状況を
説明し県内諸団体の参加の元、
知見を集め情報を交換する。
○地権者、地元地区などの里山
保全活動地の見学会○意見交換
会開催

ＮＰＯサポート技
術士センター

― ―

｢県とＮＰＯとの協働事業提案」に「印
旛沼流域河川の上中流域における水生
生物層と塩素消毒の影響調査」を提
案。＊農業集落排水処理施設の塩素消
毒

○ふなばし環境フェア（６月１０
日、船橋中央公民館）：松尾町で実
施している「田んぼの学校｣等に参
加している活動を写真で展示。
○山武市（旧松尾町）のメダカの水
路、環境配慮型農業用水路整備の工
事計画に住民参加をつなげる協力を
行っている。（山武市の委託）

―

○八千代市保品地区谷津田水路○佐倉
市大佐倉地区谷津田水路○印旛村地区
谷津田水路
マシジミ・水生生物調査で、上記水路
には、貴重種の水生生物が生息してお
り、水路管理者・農業者（地権者）の
協力を得る事で、市民参加型の協働に
よる生物多様性保全・再生を推進する
ことで構築できます。（例）八千代市
保品地区谷津田水路約900ｍは、関係機
関との会議が行われ、18年12月より保
全プロジェクトチームを発足させて、
生物多様性の保護・保全の取り組みが
始動します。

○印旛沼流域全河川支流谷津田水路
マシジミ・水生生物調査と保護・保
全活動
○生物多様性保護・保全活動⇒関係
機関・流域行政・農業者・他のＮＰ
Ｏへの協力依頼

○調査地区水路の水生生物調査一覧
表・写真集
○調査内容を県警機関と検討し、水生
生物育む水路の保護・保全を推進し、
生物多様性のモデル地区を構築しま
す。

小・中学生環境学習（年４回実
施）
○水路脇広場での体験環境学習
○水路での親子釣り大会
○水路での生き物とのふれあい
体験学習
○流域市民参加の水生生物観察
会

今日の印旛沼では、絶滅したマシジミ
（２枚貝）が流域の谷津田の小川にか
ろうじて生息しているのを発見！ま
た、タナゴ・メダカ等多くの水生生物
が生息しており、タナゴと共生するい
し貝も発見！このマシジミ・水生生物
の調査を継続実施して、水質浄化に欠
かせないマシジミ・水生生物の保護・
保全活動を実施しています。
環境に優しい環境生態工学（バイオエ
コエンジニアリングの手法）こそが２
１世紀に求められていて、生物多様性
による食物網を構築させることが重要
であり、食物連鎖が起きることで、生
態系の安定化をもたらし、多様な水生
生物を育むことで、窒素・りんの形骸
排除に寄与し、水質浄化に貢献しま
す。　この環境保全された水路を小・
中学生の体験環境教育の場としての活
用を促進し、千葉県関係機関・他ＮＰ
Ｏ団体・流域行政協働で生物多様性が
構築で出来ます。

ＮＰＯ法人印旛野
菜いかだの会

団体名
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市原植物研究会

○昭和３４年に会を発足、現在の会員
約８０名
○過去に市教育委員会の要請で｢市原植
物目録｣を作成。また、大福山植生調査
を行い同教育委員会へ報告。そして県
へ。
○高滝神社の森とダム水没予定地の植
生調査、市民の森や開発予定地等の調
査を行い会誌｢野草の友」に発表。

平成２年～５年市原市が県立中央博物
館に委託して行った「市原市自然環境
実態調査｣を支援。調査員３７名中３
１人が当会員。現在県内の野生植物を
メッシュに調査をしている。前県立中
央博物館副館長の大場達之博士に協力
している。

会員各自が各地域・地図等で公民館活
動やサークル活動で、また、国や県の
施設等で指導的立場で活動し、行政に
対して発言している。

主に市原市内の団地とその周辺の植
生調査を計画中

月１度の自然観察会の実施。
年刊誌「野草の友」の誌上で会
独自の調査研究や、会員個人の
調査研究等の報告や発表の場と
しており、お互いに刺激しあい
知識の蓄積や人材の育成に努め
ている。

ＮＰＯホタル野

来る12月9日（土）に、流山市Ａ地点の
調査と研修会を開催予定。
Ａ地点とは、今夏ヘイケボタルを大量
に発見した地点。研修は千葉県環境財
団の環境学習アドバイザー制度を利
用。現地にて視察と生物調査後、研修
会を行なう。

調査・研究項目の内容の他に、ＮＰＯ
ホタル野が利用している有機無農薬田
んぼで、昨年よりイチョウウキゴケ、
タコノアシが出現。写真のみ保存。

流山市Ａ地点の保全について、市の環
境保全課宛に「Ａ地点のヘイケボタル
の重要性と保全計画について（提案･要
望）」の書面を8月23日付で提出済み。

・有機無農薬田んぼの実施
・ホタルの幼虫飼育と里親制度を実
施（51組約100名参加）
・11月18日流山市協働まちづくり
フォーラムに出展参加
・11月19日生涯学習フェスティバル
in県民プラザに出展参加
・12月3日流山市環境シンポジウム
に出展参加

・5月6日ホタル野田んぼにてヘ
イケボタルの幼虫放流会（125名
参加）
・5月13日新川小学校5年生72名
が田植え体験
・6月30日鰭ヶ崎小学校3年生105
名に出前ホタル講座実施
・9月21日新川小学校5年生72名
が稲刈りに参加
・12月17日中央学院高等学校生
物部にホタルの講演予定

高根フレンドみち
くさ

海老川上流の髙根川で水生生物調査を
実施「年１回」（千葉県環境生活部水
質保全課水質指導室委託）

毎月発行する会報「みちくさ」に植物
（主として野草）の情報を掲載するこ
とあり（頻度は少ない）

「海老川流域水循環再生推進協議会」
の席上、水質の保全・乱開発の防止を
提言している。

①里山のゴミ拾い、下刈りなど月に
２回実施②船橋市環境フェア、生き
活き展に毎年出展。③小学生を対象
に「里山探検」など実施

夏のホタル観察会を始め、季節
ごとの自然観察会を開催。

＜土気東地区土地整理事業に伴う昭和
の森周辺の自然環境破壊に対する保
護・保全活動＞
○1997．5．22
「土地区画整理事業に係わる昭和の森
内の調整池計画に関する要望書」を協
議会会長名で千葉市長宛て提出し、自
然保全のため事業の撤回を求めた。○
1997．7．31付千葉市長からの回答書に
対し、「千葉市都市計画事業　土気東
特定土地区画整理事業に関する要望
書」を提出し、①自然豊かな流域を残
存緑地としてより多く残してほしい②
調整池3号の設置位置変更③希少植物の
全種、全固体の適期・適地への移植④
該当地域の自然環境の保全などについ
て協議する、市、施工者、市民団体お
よび当協議会による定期的な協議機関
の設置等6項目の要望を提出した。○～
現在：要望した協議機関「土気東環境
連絡協議会」が1998．7．30．に開催さ
れ、以降、その協議会活動を通じて環
境保全・保護に関する提言や活動を
行っている。
＜成田新高速鉄道線建設事業および一
般国道４６４号北千葉道路建設事業に
係わる環境影響評価準備書に対する意
見書の提出＞
2005年1月15日付で成田高速鉄道アクセ
ス㈱に当協議会代表名で当該環境影響
評価準備書に対する意見書を提出し、
計画そのものの見直し（経済投資効果
など）を提言した。それでも鉄道の投
資効果が期待される場合は、千葉県
レッドデーターブックの最重要保護鳥
類や重要保護鳥類などが多数生息する
自然環境に、もっとも影響の少ない
ルート（サンカノゴイの生息地を分断
しないルート）を再検討するよう要求
した。

○昭和の森ゲンジボタル愛護会活動
＆カタクリ保護・保全活動：2001年
より千葉市緑公園緑地事務所と協働
で、昭和の森内に自生するゲンジボ
タルやカタクリなどの貴重種植物が
生息することの出来る環境を保全す
るため、里山管理、水質・水量管
理、水路整備などを行っている。ま
た、ゲンジボタル観察会、カタクリ
観察ガイドを行い、その保護・保全
の為の環境対策、里山・里川管理の
必要性を広く市民の方々に理解して
もらうよう努めている。

○自然観察会の開催
・協議会主催の自然観察会：昭
和の森自然観察会（12回/年）、
昭和の森子ども観察会（3回/
年）、東葛自然観察会（6回/
年）を開催している。当協議会
活動の基本理念は「自然観察か
らはじまる自然保護」であり、
観察会を通じて、自然が好きに
なり、自然を理解し、自然を大
切にする心を育むよう活動を展
開している。特に、千葉市緑公
園緑地事務所と共催の昭和の森
自然観察会は本年末で15周年を
迎え、その間180回の観察会を
行っている。また、観察会資料
は「昭和の森自然観察会資料
集」として5周年記念、10周年記
念として第1回以降の資料を編纂
し、県下の主な図書館などで閲
覧可能であり、広く一般の方々
の参考になればと願っている。
（来年1月に15周年記念資料集を
発刊予定）
・小学校自然観察支援活動：こ
の数年間、協議会の重点活動と
して展開している一つは、小学
校自然観察支援活動である（5～
6回/月）。小学校の授業の一環
として、子供さんたちが自然に
接し、自然に感動し、自然を大
切にする豊かな感性を育むお手
伝いが出来ればと念じている。
・協議会会員が主催している自
然観察会：自然観察会や自然保
護活動を行う為、当協議会会員
が千葉県下で約50の活動グルー
プを主宰している。これらグ
ループはそれぞれの地元でその
地域に密着した活動を行政等と
も連携しながら展開している。

○他団体との探鳥会の共催
・市民参加のバードウイーク手
賀沼探鳥会を（財）山階鳥類研
究所、我孫子市鳥の博物館、当
会と共催。我孫子市環境レン
ジャー、我孫子市、当会と共催
で市民手賀沼探鳥会実施。
○独自活動
・「ジャパンバードフェスティ
バル」に参加、パネル展示、紙
芝居の製作と出演、庭に鳥を呼
ぶ方法の展示、鳥の餌台製作、
手賀沼の船上バードウオッチン
グ、定点バードウオッチングで
水鳥の現況と鳥を通しての環境
問題を市民に啓発、広報。
・ 我孫子市環境レンジャーの公
開講座で手賀沼の鳥の概要を市
民に説明。
・ 学校や団体の依頼に応じ手賀
沼周辺の探鳥会を指導。
・ 美しい手賀沼を愛する市民の
連合会１０周年記念の会で「手
賀沼周辺の景観…人と鳥の視点
から」を発表。環境問題は視点
を変えた見方の大切さを訴え
た。

① 自生ＧＭナタネ調査活動
② GMOフリーゾーン宣言運動
○遺伝子組み換えされた作物や動物
など、生産しませんと意思表示する
生産者、生産面積をふやす活動
③ 種子と農法
④サンライズプランを通した地域で
の産物の産直事業

①遺伝子組み換え作物食品に関
する学習を地域で開催
○遺伝子組み換え食品いらな
い！キャンペーンに参加
②旭市と環境調査を実施した小
学校と生活クラブと環境調査の
発表会を実施。
○小学校間でインターネット交
流会実施

１．手賀沼水鳥カウント：手賀沼で見
られる水鳥の種類と個体数を月１回調
査。1977年より実施し今年で30年目と
なる。
２．手賀沼ビオトープの鳥類調査：千
葉県環境財団より「手賀沼ビオトープ
の鳥類調査を受託し毎月１回、出現種
と個体数のカウントを実施し報告。今
年で８年目となる。
３．会員が観察した手賀沼周辺の野鳥
記録を1972年よりデータベースとして
収録。同地域で見られた絶滅危惧種等
の記録も整理している。

○月１回、手賀沼で定例探鳥会を
1972年より実施、その他遠出探鳥
会、一泊探鳥会を通じ、野鳥や昆
虫、植物など多様な生物に実際に触
れ、環境問題を実感して貰ってい
る。
○環境保全活動として、当会行事と
して「手賀沼クリーン作戦」「ホタ
ルの観察会」実施。「手賀沼ふれあ
い清掃」参加。環境フェアの出展と
して、「手賀沼流フォーラム」にパ
ネル展示で参加。「手賀沼学会」
「市民活動フェアinあびこ2006」に
講演とパネル展示で参加。

千葉県親水広場の「水の館」内に常設
の鳥の写真を展示する。展示には当会
会員撮影の写真を使用し、会の活動内
容も紹介することで計画を進めてい
る。
我孫子にコウノトリを呼ぶことができ
る環境整備の推進を検討する市当局に
対し、実現の条件、可能性を様々な角
度から検討して提案するための勉強会
を企画している。

○定期発行物
会の情報誌として「ほーほーどり」を
年６回発行している。2006年11月現在
193号発行している。
○書籍の刊行
｢手賀沼の鳥―20年の観察記録｣ 1994
年刊行
「手賀沼の鳥Ⅱ―30年間の変遷　2004
年刊行
当会は1972年に発足して1994年に20周
年、2004年に30周年を迎えた。その節
目に記念事業として手賀沼とその周辺
の鳥の観察記録をまとめ「20年の観察
記録」を発刊、さらに「30年間の変
遷」はその後10年間の観察記録を追加
し、手賀沼とその周辺の鳥類目録、手
賀沼の水鳥の個体数調査に手賀沼とそ
の周辺地域で生息が危惧される鳥類を
あらたに加えたものである。掲載され
た写真は全て会員の撮影による。

我孫子野鳥を守る
会

① 自生ＧＭナタネ調査活動（2005
年、2006年）資料あり
○千葉県内では2006年、238検体中５
検体にＧＭ陽性反応が出た。
○２次検査で陽性だったのは、千葉市
４検体、成田市(旧大栄町）1検体。
○千葉市の４検体のうち、１検体はラ
ウンドアップ、バスタとも陽性だっ
た。このことは、２種類の除草剤に耐
性をもつＧＭナタネが生えていたこと
を意味する。○ラウンドアップ（また
はバスタ）の除草剤を使ってもナタネ
だけは枯れないようにとＧＭナタネが
開発されている。しかし、現在ラウン
ドアップとバスタの両方の除草剤でも
枯れないＧＭナタネは開発されていな
い。○今回の調査結果で、２種類の除
草剤に耐性をもつＧＭナタネがあるこ
とがわかり、原産地カナダあるいは千
葉県内（こぼれ落ち自生）での自然交
雑（遺伝子汚染）が原因と思われる。
②タム研究所の調査データは旭市で保
管している。

①-1　自生ＧＭナタネ調査活動（2005
年、2006年）について
○今秋、２次検査で陽性千葉市、成田
市、千葉県と協議会を設け、検査結果
の情報を提供し、意見交換を行った。
市民による調査活動にも限界があり、
次年度、行政も一緒にできること（調
査する人・費用など）を検討してほし
いと要望した。
①-2 食品等の安全安心確保のための条
例づくりについて
○遺伝子組み換えされたナタネが自生
し、自然界での交雑の危険性が危惧さ
れる中で、安心して暮らしたいため
に、条例づくりに積極的に参画してき
た。○「遺伝子組み換え作物の栽培に
関する指針」検討委員会における検討
過程に、より多くの県民（消費者・生
産者）の声が反映されること。また、
食品の安全性のみならず、作物を生産
する環境が守られるよう、県庁各部局
の連携により、県民が納得行く指針に
なるよう、千葉県議会議長に請願書を
12/5に提出した。
②旭市では、サンライズプランを通し
て、総合教育に身近な地域の生物調査
を提案している。この取組みがさらに
広がる事を期待している。

①自生ＧＭ（遺伝子組み換え）ナタネ
調査時活動（２００５年、２００６
年）
昨年に引き続き、３月下旬から４月中
旬にかけて、全国で自生ＧＭナタネ調
査。身の回りのナタネ（菜の花）を採
種し、調べた。
②旭市のサンライズプランを通して、
全農、旭市、生活ｸﾗﾌﾞ、旭愛農と共に
田んぼ、畑の生き物調査を行なってい
る。

生活クラブ生活協
同組合　千葉

千葉県自然観察指
導員協議会

千葉市大草地区谷津田や、小山町地区
の生きもの調査など当協議会が千葉市
や日本自然保護協会などの調査に協力
するケースは多々あるが、当協議会が
独自に、または受託して行ったことは
ない。

生物多様性に係わる資料として整理
し、まとめた資料・情報は無い。ただ
し、各地で当協議会が主催した観察会
の記録・情報は全て当協議会の会報
「しおかぜ」に掲載され、1983年12月
以降現在に至るまで掲載保管されてい
る。なお、1983年12月から2003年1月
までの会報は合本として編集され、県
内の主な図書館などで閲覧可能であ
る。
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千葉県野鳥の会

○千葉県水鳥一斉調査（冬期、春期、
秋期の３回）○鳥獣保護区等内野生鳥
獣生息環境調査（千葉県調査委託調
査、毎年指定期間の更新が予定されて
いる４ないし５鳥獣保護区を対象）○
カワウねぐら、コロニー調査（県及び
他の団体等と協働実施）○サギ類ねぐ
ら調査（他団体等と協働し実施）○そ
の他、会として必要と思われる野生鳥
類に関する調査。

○開放｢房総の鳥｣(行事案内、行事報
告その他野鳥情報を毎月掲載)
○千葉県水鳥一斉調査記録(１９７３
年から２００３年までの記録をＣＤに
収録)
○リーフレット｢なんだろう｣(千葉県
で見られる主な野鳥の紹介)
○リーフレット｢千葉県探鳥地案内」
（千葉県内の主な探鳥地の照会）

○野生鳥類保護を主とする自然保護に
関する意見提出
○三番瀬の保全に関する意見書提出
○鳥獣保護事業計画に対する意見書提
出
○その他、自然環境保全に関する意見
書及び要望書提出

○サギ類、カワウ、コアジサシなど
特定の鳥類の保護管理に関する対策
に協力
○谷津干潟の環境保全に関する対策
に協力
○ジャパンバードフェスティバル等
に出展

○毎年百回以上の探鳥会、観察
回答を開催
○県や市町村、県民の森、他団
体等が主催する探鳥会、自然観
察会に講師派遣及び行事運営協
力

流山野鳥同好会

千葉市大草地区谷津田や、小川地区の
生き物調査など当協議会が千葉市や日
本自然保護協会などの調査に協力する
ケースは多々あるが、当協議会が独自
に、または受託して行ったことはな
い。

○探鳥会確認野鳥目録：会報（年４
回）に掲載し、会員、関係団体、市役
所等へ送付

― ―

探鳥会の開催
対象者：会員(約９０名)、一般
参加者
場所：流山市内を中心に、県
内、近県
開催数：１０回／年

四街道自然同好会

○平成13年春～１４年冬：四街道市内
の「郷土の森及び周辺」の生物調査を
実施し、報告書にまとめた。（但し、
暫定報告）○平成15年３月：四街道市
内ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸ記載種を調査し、報告
書にまとめた。（但し、暫定報告）○
平成18年８月～：現在、四街道市総合
公園の生物調査（主に植物）を実施
中。

○郷土の森生物調査報告書（暫定）
○レッドデータブック記載種から見た
四街道の自然－四街道市内ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀ
ﾌﾞｯｸ記載種（暫定）ー

四街道市当局が策定を企画している
「緑の基本計画」に対して、「四街道
市みどりの市民協議会」の一員とし
て、参画し、市民案を提出した。

○里山保全活動の実施
（１）四街道市内の里山（郷土の森
等）の整備を実施（但し、現在休
止）
（２）成田市遠山小学校の里山（駒
の森）の整備を実施

○自然観察会の実施：四街道市
内の里山、谷津田及び隣接の千
葉、佐倉地区の里山等、全13区
域について定期的に自然観察会
を行っている。（月４～５回）

印旛沼広域環境研
究会

平成14年～18年まで、５年間、佐倉市
立白井小学校5年生に無農薬有機肥料｢
米の精」（コメヌカペレット）を実
施。生物の多様性が別紙の通り実証さ
れ、１２月３日（日）佐倉市志津コ
ミュニティセンターにて「白井小田ん
ぼの生き物たち」（別紙）発表するこ
とになっている。（なお、このフォー
ラムは「印旛沼あっぷ事業」という型
で、ＮＰＯ推進課の委託事業となって
いる。）

各種調査結果、ＮＰＯ印旛ニュース 一昨年、国連大学において「農業と生
物多様性の調和的発展について」とい
うテーマでフォーラムが行われた。水
田・谷津田・里山・畑等の荒廃は生物
の多様性が急速に失われてしまいまし
た。今、農林水産省は来年度よりやっ
と「農地・水・環境の保全向上のため
に」という事業を行うことになりまし
た。私たちの環境問題の課題は如何に
行政の縦割りを修正することができる
かにあると思う。

― ―

花見川の環境を守
る会

里山活動の里山手入れ作業（草刈り、
枝打ち、みつかぎ、つたひき、伐採作
業）に入る前の里山の① 地権者調査
者：昔の思い出、好悪の歴史語り② 樹
木調査③ 手入れ作業前の打合せの生き
物の観測④ 沼森川海の生き物調査

大家山,dájia de shán　みんなの山と
してまとめ（大家山は、地図の名前で
なく、地元の人が言い習わしている名
前（「将軍家の山」の意）で、中国読
みし、それを「みんなのやま」と再
び、日本話にした。生物多様性やふれ
あい、にぎわいを示す。）

花見川は５大名所に選ばれました。こ
の活動を森川海に広げていきたいもの
です。日本や世界に広がる生物の多様
性、子供や高齢者がつどいあう福祉に
満ちた自然を健全にしたいものです。
自然エネルギーに関して、資金の援助
をもう少しいただきたい。私たちの活
動がミュージアムです。

千葉の海山川について
①子供や高齢者の世代を超えたふれ
あいの公園とする事業
②バイオマス・炭・自然エネルギー
の促進
③生活の環境形の自然浄化のﾌﾟﾛｼﾞｪ
ｸﾄ
④子供の環境教育

花見川の環境を守る会は千葉市
のボランティア、体験学校受け
入れ団体として登録。自然の中
での清掃活動、腐葉土作りから
のエコ農業へのイベント。

八千代自然と環境
を守る会

１．水辺の環境調査（自然度と水質）
年１回
２．保品間谷谷津での植物調査

○在来野草保存活動10年の歩みと保品
野草保存園周辺の植物目録
○八千代市湧水マップ

―

１．在来野草保存活動として、八千
代市保品間や谷津の休耕田を借り
て、保品野草園を維持管理
２．ＮＰＯ祭り、生協祭りなどでの
出展
３．2002年八千代市水辺の環境調
査、2005年千葉県印旛沼周辺の水草
調査当への協力

1．自然観察会等の開催：毎年、
１～２回程度、一般公募の観察
会を開いている。2006年度は4月
に「春の谷津田を歩こう」、11
月に「花見川に鳥を見に行こ
う」を自然観察指導員の協力を
得て行った。
２．毎年５月に、市営プールで
「プールのヤゴを助けよう」
を、夏休みに親子トンボ教室を
開催

船橋のカザグルマ
をまもる会

Ｈ12年５月に会を設立し、船橋市に残
在する絶滅危惧種Ⅱ類のカザグルマの
保全とさし木による増殖を行ってい
る。

千葉県立中央博物館からも調査に来て
頂いている。

行政（船橋市）に保全対策を依頼して
いる。

自生地の学区の小学校６年生が総合
学習の一つとして毎年さし木の講習
を実施し、今年は3年目の苗木を校
庭に移植している。
カラスウリの繁殖がすさまじく、カ
ザグルマが負ける傾向にあり、カラ
スウリの根の除去を行う必要があ
る。

カザグルマの紹介のリーフレッ
トを作成している。

江戸川の自然環境
を考える会

利根川運河の動植物調査

―

○利根運河エコミュージアムの提案
○国の堤防事業に対し、設計変更を申
し入れ具体的提案を行い堤防を大きく
曲げる変更が行われた。（2002、市川
市里見公園近く河川左岸堤工事中）

―

○河川環境問題を中心に、湖
沼、谷津田、里山、緑地森を含
めた水環境干潟など流域を見て
考える観察会を毎月行い、この
12月で136回を数えている。
○毎月７月第４（土）に江戸川
流域シンポジウムを開催。メイ
ンの講師の他に国交省江戸川と
市の行政も参加した意見交換の
場として13年間続けている。
○歩いて見よう利根運河冊子発
行ＰＲ

○日本で初めての第１回里山シンポ
ジウム（流山市にて、財団法人日本
野鳥の会と共催）
○全国密獲対策連絡会など
○ブリスベン市での湿地再生国際
ワークショップ
○ブリスベン市とのさまざまな国際
協力
○ブリスベン市との湿地再生に関す
る多様なシンポジウム開催

○年百回以上の探鳥会開催など
○千葉港ポートパークにおける
夏休み親子干潟観察指導　　国
交省　（３年継続）
○盤洲干潟における国交省港湾
局管理職研修指導　国交省
（３年継続）
○国交省管理職研修会指導（Ｎ
ＧＰと行政の湿地再生に関し
て）　国交省
○エコマインド養成講座指導
千葉県環境財団（毎年）
○その他、学校、企業に向けた
自然観察指導　多数回

日本野鳥の会千葉
県支部
ＮＰＯ法人野鳥ち
ば

(自然保護課委託事業)
※その後随時独自調査（継続中）
○三番瀬スズガモなど消化管内容物調
査○三番瀬シギ・チドリ採餌状況調査
○千葉県内のサギ類コロニーの調査活
動
※その後独自調査（継続中）
○千葉県内の猛禽類の生息調査○千葉
県内の夜行性鳥類の生息調査（全３次
にわたる）○利根川河川敷におけるオ
オセッカ生息状況調査
（企業庁委託調査）
○富津埋立地における鳥類生息調査
（全３次にわたる）
（港湾空港技術研究所委託調査）
○盤洲干潟に飛来する鳥類の同定およ
び計測業務
（独自調査）
○利根川流域におけるコジュリン生息
状況調査○印旛沼におけるサンカノゴ
イ生息状況調査（継続中）○三番瀬と
谷津干潟の間の渡り鳥移動調査（全３
次）○三番瀬と谷津干潟の間を移動す
る渡り鳥の飛行高度調査○東京湾にお
けるスズガモ生息動態調査（継続中）
○東京湾奥部における青潮発生動向調
査（継続中）○谷津干潟のアオサが渡
り鳥に与える影響に関する調査（継続
中）○アオサの生育条件調査（室内実
験）（継続中）○千葉県内のオオタカ
繁殖状況調査（継続中）○洲崎を秋季
に通過する渡り鳥調査（３次にわた
る）○富津岬を秋季に通過する渡り鳥
調査（継続中）○千葉県内のカワウコ
ロニーに関する調査（継続中）

支部報「ほおじろ」（月刊）の鳥だよ
り覧、ＨＰ上の鳥
※現在集計中

三番瀬再生、印旛沼北部などに関する
意見多数回あり。盤洲の自然環境保全
地域化への報告。



団体名 資料・情報調査・研究 具体的な事業 普及・教育・啓発計画・指針等の検討・提案

北総トンボ研究会 　―

流山市市野谷の森のトンボ調査報告※
英訳したものは国際トンボ学会などに
報告した。 　― 　― 　―

利根運河の生態系
を守る会

猛禽類生態調査、植物調査（利根運河
の花ごよみ発行）

　―

里山ﾐｭｰｼﾞｱﾑの提案の提案を野田市に行
い成果を上げた。

　― 　―

ＮＰＯ　人づくり
街づくり　環境づ
くり

ー ー

○我県をアジアの静脈郵送基地とする
構想案（千葉県、日本鉄道貨物輸送へ
提案）○佐倉　地域水循環構想（佐倉
市役所へ提案）○地域水循環、浄化構
想ー印旛沼浄化並びに下水未整備地区
浄化ネットワーク構想（佐倉市役所へ
提案）○極東渡り鳥保護構想（県、市
民へ提案）○親水性環境教育公園（造
成）、宿泊体験型エコ施設（市、市民
へ提案）

○津田保全、環境教育活動
○子どもの自然遊びを通じて自然に
接し環境を体得する活動
○親水性環境教育公園（造成）
１,３００坪に池を配しメダカ・タ
ナゴを飼い井戸を穿ち風力・ソー
ラー発電で揚水供給
○農業向けクリーンエネルギー装置
○上総掘り活動
○竹林利用安価構造物建設活動

○津田保全、環境教育活動、渡
り鳥を含む自然観察会○子ども
の自然遊びを通じて自然に接し
環境を体得する活動、渡り鳥を
含む自然観察会○親水性環境教
育公園（造成）１,３００坪に池
を配しメダカ・タナゴを飼い井
戸を穿ち風力・ソーラー発電で
揚水供給
○農業向けクリーンエネルギー
装置○上総掘り活動○竹林利用
安価構造物建設活動

有害化学物質を考
える患者と市民の
会

○県内行政機関管理地における殺菌・
消毒等農薬使用の実態調査
○私有地（団地・マンション等）の現
状調査
○調査ヶ所の対応状況・取り組み等の
現状調査

○調査結果（柏市・松戸市・佐倉市・
酒々井町）
○環境中の化学物質に関する書物・刊
行物・新聞切抜き等

○実際調査：各自治体での化学物質使
用量・種類等（業者・自治体・管理組
合）、市民調査・患者数把握（化学物
質過敏症）○将来起こり得る事態の予
測検討○国や県・市・各自治体住民の
連携・役割分担の交渉○取り組みが進
んでいる海外からの協力要請○市民・
学校教育○佐倉市下志津谷津田公園造
成（市、市民へ提案）：市民債での資
金化を図る※来春から協働検討が始ま
る予定○上総堀り２号井戸活動（市民
へ提案）※来春から○市民有機農園構
想（市民へ提案）※来春から

行政・他団体との話し合い、協力会
議

○勉強会、講演会の開催
○各環境団体への協力呼びかけ

（財）佐倉緑の銀
行

（独自調査）
○（仮）佐倉西部自然公園ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
（佐倉市より受託調査）
○佐倉市西御門環境保全ゾーン自然環
境調査
○畔田沢流域植物調査

― ―

○畔田体験活動：自然公園予定地内
での里山保全市民活動を支援（総額
５万円）
○特定の動植物保護活動：市民団
体・土地所有者に各3000円／年支
援、18年度　ミズオオバコ、コウホ
ネ
○鷹匠清水ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ保全活動支援事
業：私有地を無償で借り受け、市民
団体に保全を任せる。財政支援有
（約５万円）

○シンポジウム「佐倉の谷津を
考える」共催
○ケビンと歩こう観察会：年３
回共催（佐倉市、仲間の会）
○巨木観察会、バードウオッチ
ング　各年１回開催

野田自然保護連合
会
グループうえっと

○動植物の現況調査：当該年度におけ
る確認動植物の目録を行政（野田市）
に提出（受託調査）・・平成１０年度
から

○野田市の生き物マップ「大切にしよ
う！野田の自然」平成１３年刊
○現地掲示板を利用した情報提供
○ミニコミ紙による情報提供
○当該年度における活動報告を行政
（野田市）に提出（受託条件）

○保全活動の年間計画の作成とその実行○保全活動（除草、不法投棄ゴミの
撤去）
○特定の動植物の保護：環境を保全
することによってオオスジイトトン
ボ、オオモノサシトンボとともに環
境省ＲＤ絶滅危惧Ⅰ類（ＣＲ＋Ｅ
Ｎ）、（千葉県ＲＤカテゴリー
Ａ）、コバンムシ（千葉県ＲＤカテ
ゴリーＸ）の保護を行っている。
○水中の環境を保つ為のオオクチバ
ス対策（伊豆沼式人工産卵床の設
置）
○沼内に防釣鉄線を張り、ルアー釣
が出来ないようにしている。（対オ
オクチバス、カムルチー、釣り人に
よる踏み荒らし対策）

○自然観察会の開催

　―

「自然通信」の発行○トンボ調査に基づく環境比較の試み
（トンボの生息種を評価して東葛地域
のまちの環境度を比較）※英訳はＩＵ
ＣＮ（国際自然保護連盟）などで高い
評価○ニホンアカガエル卵塊調査にお
ける考察（2003）○ニホンアカガエル
産卵復活に向けた実践的取り組み
（2004）○ニホンアカガエル卵塊調査
と復活作戦成果（報告書）（2006）○
赤トンボ分布調査に基づく比較研究
（東葛、北総、上総）（2004）○「ア
キアカネは利根川を下るか」6608顕捕
分類調査（2005）○２１ヶ所の赤トン
ボ調査6399顕捕分類調査（2006）○東
葛348社鎮守の森の樹木調査研究：20世
紀末の記録として○小櫃川流域のトン
ボ調査写真報告兼源流～河口まで３年
間の調査○松戸市坂川の魚類調査継続
中○江戸川・利根川流域の魚類調査継
続中

自然通信社 　― 　―






